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○居場所や進路など多様な生き方を選択

○個別最適な支援へのシフト

○支援のアプローチの在り方

（アウトリーチ、GIGA、ICTなど）

○抱える課題が社会に認知されていない

家庭を支援する

○第三の居場所の機能の在り方

（対面とオンライン）

○幅広い領域にわたる支援機関等との

連携

○第三の居場所を中心とした

ネットワークづくり

○コーディネーションの充実

不登校の背景を的確に捉えた、多面的な支援の実現に向けて

無気力

居場所不足

将来への不安
生活リズムの乱れ

学業不振

ヤングケアラー

低い自己肯定感

生活困窮

登校する意義の喪失 孤独感

集団への不適応

●居場所の確保の必要性

●居場所の機能強化の必要性

●個々の状況に応じた支援の

必要性

●アプローチの希薄性

子ども・家庭の状況に応じた

アプローチ手法検討

子ども

家庭

支援機関

居場所の確保及び

機能強化検討
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